
2014
年に1度、親と子がともに向かい合う日があったっていい。
その日を通じて、すべての親子の絆が強められたらすばらしい。
そんな願いを込めて、7月第4日曜日を「親子の日」にしたいと私たちは考えました。
2014 年は、7月27日が「親子の日」。
みなさまからのご協力をいただき、
親と子の距離がぐっと縮まる数々のイベントを開催し、
多くの共感をいただくことができました。

©
 Photo  : BRUCE O

SBO
RN
 / O
ZO
N
E IN
C.   Illustration :  YURA O

SBO
RN
  Design  :   SETSUKO

 SAW
ADA

2014 年7月27日「親子の日 2014 スパーフォとセッション』終了後の記念写真

一年間サポートをしてくださったみなさま、本当にありがとうございました。

◆ 新井美保◆ 石井正人◆ 石川勝一郎◆ 石原 繁◆ 礒貝日月◆ 井上佳子◆ 猪股敏郎◆ 岩上まどか◆ 上田壮一◆ 内田千絵

◆ 江口カエ◆ エスケン◆ 大関和彦◆ 大高健志◆ 岡安香織◆ ブルース・オズボーン◆ 実佳・オズボーン◆ 由良・オズボーン

◆ 梶原美紀◆ 岸 俊一◆ 吉瀬千春◆ 木村晋介◆ 木村仁美◆ ジム・クーパー◆ 久野寛子◆ 熊谷 正◆ 倉本信之◆ 小斎富士子

◆ 櫻井武司◆ 佐藤 仁◆ 佐藤安南◆沢田節子◆ 志喜屋秀壮◆ 志澤秀一◆ 志澤美里◆ 関 智◆関 宴子◆ 関 ひばり◆ 袖岡敦史

◆ 滝村雅晴◆ 高野 勝◆ 高橋まゆみ◆ 田中勇樹◆ 谷口千絵◆ 田原佳代子◆ 堤 哲◆ 手塚俊平◆ 中内朋子◆ 中村コウヘイ

◆ 長塚かおる◆ ピーター・バラカン◆ 樋貝吉郎◆ 福原義久◆ 古河雄太◆ 古田裕江◆ 本田努◆ 毎川一輝◆ 松井忠彦◆ 松井はるの

◆ 松 井 ひ か る◆ 松 井 博 司◆ 松 井 真 守 美◆ 松 崎 稔◆ 宮 崎 光 弘◆ 宮 澤 泰 也◆ 宮 澤 恵 美 子◆ 宮 庄 宏 明◆ 森 下 茂 男

◆ 森 田 わ かな◆ 森 田 似 季◆ 山 辺 真 幸◆ 山 田 洋◆ 山 田 真 理◆ 柚 木 公 奈◆ 吉 瀬 千 春◆ 吉 田 幸◆ 吉 村 輝 幸◆ 横 山 泰 介

◆ 渡辺 熱◆ ビクター・ワラノフ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　( あいうえお順・敬称略 )

「親子の日」は12回目！

ご協力いただきましたみなさま、一年間ありがとうございました！
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『生まれて初めて出会う「親」と「子」の関係を見つめることは、家族、地域、

社会、そして自然をも含むすべての「環境」に敬意をはらい、平和を願う

こと』という思いを込めて、「親子の日」のオリジネーターであり、米国人

写真家 ブルース・オズボーン は、 2003年に 7 月の第 4 日曜日を「親子

の日」にと提唱しました。

その理念に共感し、「親子の日」を『親と子がともに向かい合う日に、そして

その日を通じてすべての親子の絆が強められる日に、さらには存在すること

に感謝できる日に』と 親子の日普及推進委員会が発足。「親子の日」を

定着させるために、さまざまな企画を実施してきました。これからも多

くの人たちに、ブルース・オズボーンの願いと私達の理念が届くように、

「親子の日」のメッセージを世界に向けて発信していきたいと考えています。

 “present to the future” という「親子の日」のスローガンが 表すように、

　　　　　　　「親子の日」に込めた思いは、きっと未来への宝物になると

　　　　　　　　信じて、今後も活動を続けていきたいと思っています。

  

◆ブルース・オズボーン プロフィール   http://www.bruceosborn.com/  

Art Center College of Design で、コマーシャル写真を専攻。1980 年の写真展「 LA Fantasies」をきっか
けに、日本での活動を本格的に開始。ボストン子どもの博物館の企画展「 TEEN  TOKYO」では、東京の
ティーンエージャーを撮影して展示。ボストンの MCET 制作、インターネットを使っての双方向教育番
組では 8 回にわたってディレクターを務め、アメリカの高校生にむけて“生の日本情報”を伝えた。
1982 年から始めた「親子」写真の撮影は今年で 33 年目になり、撮影した親子の数は 5,000 組を超える。
2003年より 7月の第 4 日曜日を「親子の日」にと提唱したオリジネーターで、一般社団法人日本記念日
協会にも登録。2014 年に同協会から「記念日文化功労賞」が贈られた。「親子」をテーマにした写真展は、
日本外国特派員協会 、横浜ランドマークタワー、山梨県立美術館、金沢 21 世紀美術館、愛・地球博園内
愛知県児童総合センターなど、各地で数多く開催。 2011年の 6 月から、「親子の日」公式プロジェクトと
して東日本大震災で大きな被害を受けた被災地訪問を継続的に実施。また、「I TIE ☆  会いたい」では、
被災地の高校生を中心に写真のワークショップを実施。子どもたちの思いを発信するためのネットワー
クづくりを構築した。2014 年、親子をテーマにした映画「OYAKO」を完成して上映がスタートした。

＜ 写真集・著書＞
「親子」（デルボ出版）
「Oyako」（ INKS INC. BOOKS）
「KAZOKU」（角川書店）
「ごめんなさい」（日本標準）
「反バンビ症候群」（ヒヨコ舎）
「親馬鹿力」（岩崎書店）
「この国の環境」
（アサヒビール・清水弘文堂書房）

「東日本大震災復興支援
　ブックレット」

（親子の日普及推進委員会）

「
親
子
の
日
」の
普
及
推
進
に
あ
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っ
て
、２
０
１
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● 特別協賛

● 協賛

● 特別協力

オリンパス株式会社

第一生命保険株式会社

オーティコン株式会社

DAC グループ

三菱地所・サイモン株式会社

東京都民銀行  

キョーリン製薬ホールディングス株式会社

ドクタープログラム株式会社

● 協力 : オリンパスイメージング株式会社／エプソン販売株式会社

　 株式会社円谷プロダクション／協同組合日本写真館協会／株式会社浪漫堂
　株式会社アルファ

● Special thanks : Spaceport Inc. ／滋賀県米原市／石川県珠洲市／
   山口県下松市／愛知県児童総合センター／ 東京 YMCA " liby" ／
   BB スタジオ広尾／ All American Supply, Inc. ／ Studio Bears ／
　アライアンス・ポート／ 株式会社松竹マルチプレックスシアターズ／ 
　下松商業開発株式会社／ 国民宿舎大城／一般社団法人日本記念日協会／ 
　鵠沼海岸チャンネル／鬼頭印刷株式会社／株式会社山田製油

● 後援 : J - WAV E ／よしもと PAPAPARK
　カルチュア・コンビニエンス・クラブ株式会社

毎日新聞社

「親子の日」の活動では、グリーン電力 (1,000KW) を利用しています。「東京発電大宮発電所」（小水力発電）
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「親子の日」オフィシャルサイト　http: // www.oyako.org 「親子の日」2014 年度の制作物

日・英バイリンガルの「親子の日」情報発信プラットフォームです。「スーパーフォトセッション」で

撮影した写真掲載、「写真コンテスト」と「エッセイコンテスト」の入賞者発表、「親子大賞」の投票と発表、

「親子ニュース」など、「 親子の日」の重要な情報が常に掲載されています。

通常の公式事業に加えて、今年は特に映画のプロモーションにも力を入れた一年でした。

イベントが多かったので制作物も多くの人の手元に届けることができました。

Facebook・Twitter・mix i など、SN S の活用を加え、多くの人たちと

コミュニケーションをはかりました。Google や Yahoo ! JAPAN など

で「親子」と検索すると「親子の日」のオフィシャルサイトが常に

トップにあり、今年も、「親子の日」への関心の高さを実感しました。

◆ オフィシャルサイト

◆ S N S の活用

◆「親子の日」ポスター

▼ オリジナルポスター《A2 サイズ…500 枚》

▼ オリジナルエコバッグ《300 枚》

リーフレット 　
《三つ折り観音開き… 10,000 部》

ステッカー《1,500 枚 》
※協力：株式会社アルファ

ピンバッジ
《5,000 個》

▼映画「 OYAKO」のパンフレット《1,000部》
　　映画の内容をまとめた素敵なパンフレットを作成しました。

▼「親子の日」フライヤー
　　《公式イベント紹介…30,000 枚》

フライヤーは「親子の日」の普及に欠かせません。
今回も、スタッフの工夫で素敵なカードができ 、多くの人たちの協力を得てたくさんの人に手渡されました。

表 紙 に あらたな
画像を加えイメー
ジ を 変 え たこと
で、サイトを訪れ
る み なさまから
の高い評 価をい
ただきました。

エコバックのイメージは「夏休み」。
楽しいイメージのエコバッグができました。

▼

▼

▼
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親子の日 2014 スーパーフォトセッション／公式イベント

ブルース・オズボーンが 2003 年に「親子の日」を提唱して以来続けている

撮影イベントが、12 回目になりました。今年も新聞や雑誌、インターネット

などを通じて公募した結果、全国からたくさんの応募者があり、その中から、

例年同様、100 組の親子をご招待させていただきました。遠方から来てくださっ

た参加者もあり、たくさんの人たちのだいじな思い出作りに、スタッフ全員で

協力することができました。撮影した写真は、後日それぞれの親子に 1 枚ずつ

送付。ウェブサイトとオリンパスギャラリーの展覧会で紹介しました。

Ustream  「親子の日」LIVE
「親子の日」当日、撮影スタジオである B B ス

タジオ広尾内に放送局を開設し、スタジオの様
子とともに、「親子の日」を正式制定した下松
市のセレモニーの様子、沖縄で行われた映画

「OYAKO」の上映劇場、イベントに参加した写
真館の撮影現場など、各地をネットでつなぎ、
終日中継を行いました。
M C : 関  智
協力：鵠沼海岸チャンネル

撮影／宮庄宏明（オリンパス株式会社）
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スーパーフォトセッションへの応募の動機／公式イベント

スーパーフォトセッション募集時に提出していただく応募の動機は、ご招待者を選ぶ時のだいじな基準です。

スタッフは、さまざまな親子のドラマに心を打たれたり揺さぶられたりしながら 100 組の親子を選ばせてい

ただきました。ここに紹介するのはみなさまから寄せられた応募の動機から抜粋したテキストの一部です。

★写真とテキストは対応していません

＊映画「OYAKO」を観た母が図書館から借

りてきたブルース・オズボーンさんの写真

集「親子」「KAZOKU」「ごめんなさい」を

娘が見て、「自分もこういう写真を家族で撮

りたい！」と珍しく自己主張。家族の記念

を是非記録してください。

＊ 楽 し く か つ 心 に 深 い 感 動 が 残 る 映 画

「OYAKO」の上映会に行ったのが応募の動機

です。映画から伝わってきた躍動的で感動

的で素晴らしい写真を、我が家も是非お願

いしたいです。ブルースさんにお目にかか

れるのを、心から楽しみに致しております。

＊娘を産んで 1 ヶ月後、突然母を亡くしまし

た。自分が母になり、初めて母の想いを理解

できた矢先の出来事でしたので、とても辛く

落ち込みました。そしてまた、その出来事は、

「自分はもう娘ではなく母なんだ」という覚

悟ができた瞬間でもありました。産まれ育っ

た家族から卒業し、自分で築いた「家族 1

年生」の肖像を、記念に残せれば、と思い

応募しました。よろしくお願いします。

＊お腹を痛めてないけれど、生まれた日に

会えなかったけど。私たち親子になりました。

オズボーンさんに写真をとっていただけた

ら、幸せが増えます。笑顔が増えます。思い

出が増えます。よろしくお願い致します。

＊今年は、私達夫婦が出会ってから 20 年、

娘にとっては小学校最後の年という節目の

年でもあります。親にとって、もうすぐ大

人に仲間入りする娘の成長は嬉しくもあり、

寂しくもあり複雑な心境です。自分自身の

成長に戸惑う娘、あっという間の娘の成長

を複雑な思いでみつめる親のおもい。

それぞれに思うところはありますが、ベー

スにはお互いへの深い愛情があり日々の生

活を送っています。そんな私達の飾らない

「いま」をぜひオズボーンさんに撮っていた

だきたく、応募いたします。

私達夫婦が 20 年前に出会えたこと、娘が私

達のもとにやってきてくれて家族となれた

ことへの感謝を込めて、思い出に残るフォ

トセッションになればと願っています。

＊友人から、「あなたたちのような親子こそ

参加するべきよ！」というありがたい言葉

に後押しされて、応募いたします。

今回初めてしったのですが

WEB で拝見するブルースさんの親子写真は、

みんなが自然体で、生き生きとした表情で、

楽しそう。とっても惹き付けられました。

是非、我が一家もオズボーンさんに撮って

欲しいです。

よろしくお願いいたします。

＊ブルース・オズボーンさんの親子写真を

拝見させていただく機会があり、一家族一

家族が持つそれぞれの家族としての姿を映

し出しているところに、とても魅力を感じ

ました。今年の 10 月に結婚式を挙げること

になりましたので、 新たに親子になる記念

に、夫になる人の両親もいっしょに写真を

撮影していただきたいと思い、応募致しま

した。

＊映画「OYAKO」を拝見しました。映画で

拝見したブルースさんの温かみのある写真

はどれも素敵で、感動して涙が止まらなく

なりました。そして、こんな写真を私も父

と撮りたいと思ったのが、応募のきっかけ

です。大人になると、何かを一緒にやると

いうことも少なくなってきます。「親子の日」

の撮影会を機会に、家族一緒の一大イベン

トが出来たらいいなと思います。

＊もうすぐ息子が 2 歳の誕生日を迎えます。

「生まれてきてくれてありがとう！」という

気持ちと、「きみが 2 歳の時はこんな親子・

家族だったんだよ」というも姿を、オズボー

ンさんのカメラで記録して欲しいと思って

応募しました。

＊母子家庭がスタートし、1 年があっという

間に過ぎました。長女の夢はフラダンサー、

長男の夢はサッカー選手、次男はヒップホッ

プダンサーと、皆バラバラな夢を持つ子ど

もたちと過ごすのは体力がいるものですが、

そんな時間もきっとあっという間に終わっ

てしまうのかと思います。今しか撮れない

親子の証をしっかり記録しておきたいと思

い応募しました。どうぞ、よろしくお願い

します！！

＊以前一度撮影していただいたことがあり

ます。その際には素晴らしい写真を撮って

いただきましたが、以来、残念ながら家族

四人で写す写真は年に一枚程度、年賀状用

にあわてて撮るだけのもので、今年はまだ

一枚もないことに気づきました。オズボー

ンさんに撮っていただいた写真はまるでマ

ジック。夫婦げんかしたとき、子どもの成

長に悩んだときなど、時折振り返ることが

出来る貴重な手掛かりです。これからいろ

いろな問題にぶつかるだろう子どもたちと

一緒の姿を撮っていただいて、何かあった

時にはオズボーンさんの魔法にかかろうと

思います。

＊応募動機は、2004 年に 11 才だった息子

が昨年成人式を迎え現在は 180cm にまで成

長したこと、同時に 2 才だった娘も 12 才に

なり、大人顔負けの成長をとげたことがあ

ります。初めての応募から、早いもので 10

年。節目の年。子供たちの成長に合わせて、

ブルースさんにステキな写真を撮っていた

だいたことは私たち家族の財産です。

＊友人宅に遊びに行ったとき、数年前にこ

ちらのスーパーフォトセッションで撮影し

ていただいた写真が飾られていて、とても

素敵な写真だったので、どこで撮ったのか

聞いたところ、このイベントを教えてもら

いました。それからこのサイトで色々な家

族の写真を拝見し、それぞれの家族のカラー

がみごとに違っていて、ほほえましい写真

の数々に、我が家が撮ってもらったらどん

な写真になるのだろう…と思い応募しまし

た。

＊普段から仲の良い親子ですが、娘が成長

するにつれ親の手から離れていく寂しさを、

父親として最近特に感じています。

今のこの仲の良い瞬間を、写真で残せたら

幸せです。

＊６年前、夫の写真嫌いで親子で撮った写

真がなかったことがきっかけで応募したこ

のフォトセッションは、私たち家族に楽し

い思い出を作ってくれました！

あれから６年の月日が流れ、小さかった娘

や息子も大きくなり、私たち夫婦も歳を重

ねました。小さな頃から家業で忙しくして

いた義父母のもとで育ち、家族で旅行した

経験もなく、揃って出かけた記憶は数える

程しかなかったそうです。

家庭を持った今も、家族でキャンプに行っ

たりイベントに出かけたり、という事は

ちょっと苦手なようですが、夫の生き方や

子供たちへの接し方や考えはとても素敵で、

私も子供たちも尊敬しています！

そんな夫と子ども達と一緒に、また家族の

思い出を増やせたら嬉しいです。

選ばれたら、５００円玉貯金で貯めたへそ

くりで、ど〜〜んと楽しい東京旅行を計画

しています。

＊若くして夫（父）と娘（姉）を失い、家

族に次々と起こるトラブルのために、苦労

の連続だった母の心が、オズボーンさんに

撮影していただくことで 穏やかになって欲

しい。 人生の光と闇を生きた波乱万丈の母

に親孝行がしたく、応募しました。
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親子の日 2014 写真コンテスト／公式イベント 親子の日 2014 エッセイコンテスト／公式イベント

今回で 11 回目をむかえた写真コンテスト。新たな試みとして、

オリンパスイメージング株式会社が運営する写真投稿コミュニ

ティーサイト“ FotoPus ”で写真を公募しました。応募総数は

924 点。作品から伝わってくる親子の日常の姿を見ながら、選考

会場は、ほのぼのとした温かさに包まれました。毎日新聞社に

おいて審査を行ない、22 点の受賞作品が選ばれました。

第 10 回目をむかえた「親子の日エッセイコンテスト」には、

703 点の応募がありました。学校単位や海外からの応募もあっ

て、バラエティーに富んだ親子のストーリーを楽しみながら読

ませていただくことができました。受賞者は以下の 20 名に決

定いたしました。

◆ オリンパス賞

◆ オーティコンみみとも賞

◆ 「 親子の日」賞◆ キョーリン賞

◆ DAC 賞
◆ DAC 旅モニ賞

◆ トリニティーライン賞

◆毎日新聞社賞

◆ エプソン賞 ◆ 円谷プロ賞
◆ ◆ ◆ 

◆ ◆ 

◆ 

◆ 

◆ 

オリンパス賞
鵜城七奈子（東京都）

「ママ」
大田美香（広島県）

「新しい世界を塗りに」
井上美貴 ( 愛知県 )

「最愛の息子へ…」

オーティコンみみとも賞
高司彩羅紗（大分県）

「母と車」
大西香緒（アメリカ）

「JIRO'S POP」
本間一孝 ( 神奈川県 )

「父の背中」

キョーリン賞
宮尾美明（愛知県）

「モーニング」
宮永富栄（千葉県）

「母をよろしくお願いいたします。」
藤元美恵子 ( 茨城県 )

「働くということ」

トリニティーライン賞
笹沼恵子（埼玉県）

「おじいちゃんの正体」
伊丹芳乃（千葉県）

「りゆて、ゆてり、てりゆ」
徳山 嵩 ( 神奈川県 )

「父親の虚像」

毎日新聞社賞
村松祐輔（神奈川県）

「これからは」
原田裕香（愛知県）

「学校のなかに、お父さんがいる」
桃子マキー ( 北海道 )

「パチンコと父さん」

エプソン賞
加来安代（東京都）

「掃除機」

円谷プロ賞
森文 明（長崎県）

「Ａ・Ｂ・Ｃ？」

「親子の日」賞
山梨亜希子（東京都）

「夢の世界一周」
林 大貴（兵庫県）

「タンポポの綿毛」
側島レン ( 岐阜県 )

「失敗して気づいたこと」

選考会の感想

＊プロのライターと違った柔らかな視線がよかった

＊ささやかなことを喜べる…という「平和」を感じた

＊年齢によって感じることが違うのが印象的だった

＊いろいろな人生があって親子像があるんだと
　 改めて感じた

＊ゾクッ！とするような、心に伝わってくる作品に
　出会って感動した

＊自分も投稿してみたい

選考会の感想

＊写真のレベルアップを感じた

＊作品のレベルが高いので、絞るのに苦労した

＊楽しんで撮っているのが伝わって、ホノボノした

＊選考会に参加した人も、楽しんでみんなの作品
　に接していたのを感じて楽しかった

　　兵庫県の某高校から、「親子の日フォトコンテス

ト」入賞者の作品を使って、写真の中の人物が交わして

いる会話を考えるという英語の授業が行われたと

い う連絡をいただきました。楽しいアイディアで

「親子の日」がさらに広がった、嬉しいニュースです。

　　「母と車」で、オーティコン みみとも

賞を受賞した高司彩羅紗さんから、校内

放送で自分の作品を発表したという連絡

をいただき、受賞した喜びが伝わってきま

した。他にも、受賞作品をラジオで紹介

したという連絡もいただきました。今後

のコンテストの広がりが楽しみです。

入賞したすべての写真とコメン
ト、エッセイはウェブサイトで
ご覧いただけます。

yamamoto（大阪府）

みなぴよ（群馬県）

キボン

ともちょす（大阪府）ばんぷら（千葉県）

Sooooo（東京都）

タモリ（東京都）

Wani（愛知県）

ゆうごまま

あゆここ（埼玉県）

gizumo（宮城県） 7 月の風

natsunana（大阪府）

sachiyo2014 ちびサンタ（長野県）

とよっち（神奈川県）

akkoberry（愛知県）

lily-et-yuri

どんけ（宮城県）

アダン

ーあおー（神奈川県）

ｚｅｃｏｏ（神奈川県）

TOPIC

TOPIC
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企業との取り組み

三菱地所・サイモン株式会社

 
 

特別協賛企業として「親子の日」を応援してくださっているオー

ティコン株式会社は、昨年に引き続き「親子の日」当日のスーパー

フォトセッションに、全国各地から５組のお客様をご招待。恒例

になった「みみとも親子ツアー」（ 交流を深めるために、参加者

全員が「親子の日」スーパーフォトセッション前日に上京して東

京見物をする）は、「親子の日」とのコラボレーションとして効

果的な企画で、撮影した写真は参加した親子の思い出の１コマ

となる素敵なプレゼントとなりました。また、オーティコン補聴

器を販売する、株式会社琉球補

聴器（本社：沖縄）の協力で「沖

縄の親子」撮影会や、沖縄の桜

坂劇場で、「親子の日」当日に、

映画「OYAKO」を上映するなど、 

年間を通じてのプロモーショ

ンによって、「親子の日」を盛

り上げてくださいました。

「親子の日」のはじめての協賛企業であるオリンパス株式会社。活

動の応援がスタートしてから、今年で 11 年目となりました。例年

同様、オリンパス株式会社の公式ホームページのトップで「親子の

日」を告知していただいたほか、新たな試みとして写真投稿コミュ

ニティーサイト“ FotoPus ”（ 運営：オリンパスイメージング株式会社）

のプラットフォームで「親子の日写真コンテスト」を実施しました。

スーパーフォトセッションには、社員のみなさまにも運営をお手伝

いいただきました。また、オリンパスイメージング株式会社の協力

のもとに開催した共催イベント「親子の日」の写真展も 10 回目を

迎えることができました。

2014 年に発売されたデジタル一眼カメラ OLYMPUS 

PEN Lite E-PL7 の海外向け PR に、ブルース・オズボー

ン親子が出演したことも報告させていただきます。

PEN E-PL7 の魅力と親子のコミュニケーション力が

伝わるムービーは非常に好評で、YouTube にも公開

されています。

https://www.youtube.com/watch?v=Ml4RCF8Uzt0

昨年に続いて特別協賛企業として応援を

してくださった第一生命保険株式会社

は、「親子で！家族で！スマイルキャン

ペーン 2014」を実施。TSUTAYA とのコ

ラボレーション企画を実施。キャンペー

ン の 応 募 者 4,000 名 様

に は、TSUTAYA が 選

んだ親子で楽しめるア

イ テ ム が プ レ ゼ ン ト

されました。

DAC グループは、「親子の日」特

別協賛企業となった昨年に設立

された一般社団法人 DAC 未来サ

ポート文化事業団の主催で、第 2

回「親子の日絆 (KIZUNA) コンクー

ル」を実施。今年も、台東区立小

学校 3 年生～ 6 年生を対象に作文

＋絵（もしくは写真）の作品を募

集しました。審査会は、ブルース・

オズボーンを審査委員長に迎えて

行い、最優秀賞と優秀賞を選出。

最優秀賞として選ばれた 3 組の親

子 に は、 特 典 と し て 11 月 22 日

～ 24 日、大分県杵築市旅行が贈

ら れ、 絆（ KIZUNA ） コ ン ク ー ル

の趣旨のとおり、大自然の中で親

子の絆を確かめ合ってきました。

今年あらたに特別協賛企業に

加わってくださった三菱地所・

サイモン株式会社は、あみ（茨

城県稲敷郡阿見町）と、酒々井

（千葉県印旛郡酒々井町）の２つ

のプレミアムアウトレットで、

お客様を対象にした親子写真

撮影会を実施。「親子の日」の

普及にご尽力いただき、お客

様にも高い評価のイベントを

行うことができました。

▲ 親 子 ア ン ケ ー ト に 答 え た 人 に は T S U T A Y A の 図 書 券 が

当 た る と い う キ ャ ン ペ ー ン も 、W チ ャ ン ス と し て 実 施 さ

れ ま し た 。

▲ お 客 様 の 関 心 が 高 か っ た プ レ ミ ア ム ア

ウ ト レ ッ ト で の 撮 影 会 風 景

沖 縄 の 親 子 撮 影 が 終 わ っ て

＜ O y a k o K i z u n a _ c o n t e s t  ＞ 　 受 賞 者 の ３ 人 と D A C

の 石 川 社 長 と ブ ル ー ス ・ オ ズ ボ ー ン

▲

オリンパス株式会社

第一生命保険株式会社

オーティコン株式会社

DAC グループ
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毎日新聞社

株式会社円谷プロダクション

協同組合日本写真館協会とのコラボレーションキョーリン製薬ホールディングス株式会社 J-WAVE

ドクタープログラム株式会社

特別協力として応援してくださっている毎日新聞社は、今年で 6 年目になる「親子インタビュー」

の記事を継続して掲載。さまざまなフィールドで活躍をする親子に「親子の日」への共感を呼び掛け

てくださいました。紙面に登場した親子によって語られたそれぞれの親子のストーリーは、読者が

親子について改めて考えるだいじなキッカケになったことと思います。また、映画「OYAKO」の上映

会の記事をたくさん掲載してくださり、各地での上映会を成功に導いてくださいました。

今年で 3 年目の協賛企業となるキョーリン製薬ホールディング

ス株式会社は、ドクタープログラム株式会社と共同でプロモー

ションを展開。たくさんの人たちに「親子の日」のだいじなメッ

セ ー ジ を 届 け て

くださいました。

「親子の日」応援企業として、今年は特に映画「OYAKO」

の告知に協力をしてくださいました。

ポップの専門メーカー、株式会社アルファでは、ポップを

作って「親子の日」の応援を。シールも作成してくだ

さいました。来年度に向けてさらに期待できそうです。年間数多く行われるイベント会場での

チラシ配布と、WEB を通じてのパブリ

シティーなど、今年もたくさんの会員

へのプロモーションをしてください

ました。 円谷プロのカレンダーには、

今年も「親子の日」が掲載されてい

ます。

2014 年は、日本写真館協会のさまざまなイベントに招待をいただき、「親子の日」と写真館

協会の距離がさらに近くなる気配を大きく感じる年でした。地域のイベントでは、会員の

みなさまとの交流の場を持ち、「親子の日」のメッセージを伝えたり、写真のワークショップ

を実施させていただきました。また、会報誌「ザ・写真館」には、「親子の日」や映画

「OYAKO」の記事を掲載いただいて、私たちの活動を支援してくださいました。新たな試

みとして、日本写真館協会主催の写真コンテストで「ブルース・オズボーン賞 」を受賞し

た作品を、 ポスターイメージとして使用するなど、「親子の日」とのコラボレーションがます

ます進展しました。また、オリンパスギャラリーで行われた「 写真展〜親子の日 2014 に

出会った親子〜」の別会場（於：オリンパスサロン）に、写真館会員が撮影した親子写真を

同時に展示して、写真館の親子写真も紹介しました。

徳
光
和
夫
＋
徳
光
正
行
親
子（
７
月
27
日
掲
載
）

▼ 北村晴男＋北村まりこ親子（６月４日掲載 ） ▼ 綾戸ユヅル＋綾戸智恵親子（１２月２０日掲載 ）▼ 末吉竹二郎＋末吉里花親子（1 月2 6 日掲載 ）

企業との取り組み

   「第 8 回写真館賞」ブルース・オズボーン

審 査 員 特 別 賞 に、 神 奈 川 県 松 村 ス タ ジ オ の

松 村 賢 浩 氏 の「 ス マ イ ル フ ァ ミ リ ー」 が 選

ば れ、 写 真 館 用 に 作 成 し た「 親 子 の 日 」 の

ポスターイメージとなりました。

イベント終了後の記念写真

株式会社アルファ

＊平沢写真館

＊本多写真館

＊ホリ写真館

＊吉田写真館

＊梶山スタジオ

＊八重垣写真館

＊小林写真館

＊斉藤スタジオ

日本写真館協会会員
WEB サイトより

　 ド ク タ ー プ ロ グ ラ ム

株式会社トリニティーラ

インでは、今年も会報誌

にて「親子の日」の告知

と実施報告を展開。会報

誌の他にも、メルマガな

どで認知拡大を図ってく

ださいました。

▲

▲

▲
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日本外国特派員協会では、英語

字幕をつけた映画を見ていただ

きました。今後、外国で上映す

るにあたって、海外の人の反応

を知る良い機会となりました。

メ デ ィ ア で の 告 知 や ス タ ッ フ

の 努 力 も あ っ て、 こ の 上 映 会

が さ ら に 多 く の 出 会 い ヘ と 発

展しました。

映画「OYAKO 〜Present to the Future 〜」を通じて広がった世界
「親子の日」10 周年を記念して製作した映画「OYAKO」が、 親子の日普及推進委員会のメッセンジャーとして大活躍してくれた一年間でした。新たに立ち上がった、

映画「OYAKO」事務局を、株式会社ワンダーラボラトリーに委託。次年度に向けて、たくさんの人たちに、映画「OYAKO」を見てもらえることが期待されます。

16

【
映
画
製
作
ス
タ
ッ
フ
】

監督：イノマタトシ（ 猪股敏郎 ）
脚本／ドラマ：渡辺  熱
音楽：Morgan Fisher
　　    Rickie-G
　　    Chan-Mika　他　

出演：Bruce Osborn
　　   大林宣彦
　　   コシノジュンコ
　　   元木行哉
　　   佐々木裕美
　　   渡辺  熱　他

モーションギャラリー担当：田中勇樹
プロデューサー：石井正人／制作

　　　　　　  関  智／広報
総合プロデューサー：井上佳子
ロゴデザイン：Mika Osborn
デザイン：沢田節子  Mika Osborn

映画「 OYAKO 」上 映会事務局
（株式会社ワンダーラボラトリー）   
Tel： 03-6277-1181
Mail：oyako@ w-lab.jp

公式サイト
www.oyako-joeikai.com製作：親子の日普及推進委員会

東京都写真美術館／東京都渋谷区恵比寿

5 月 31 日〜 6 月 4 日の上映会の会期中には、映画の製作に協力してくださっ

た関係者に加わって、大林宣彦監督やコシノジュンコ様もご来場。素敵なコ

メントをいただきました。また、安倍首相夫人の昭恵様にも鑑賞していただき、

親子という普遍のテーマへの共感をしていただくことができました。

日本外国特派員協会／東京都千代田区有楽町

5 月 13 日 に 行 わ れ た 海 外 の ジ ャ ー ナ リ ス ト が 加

わっての試写会では、さまざまな意見が飛び交い、

製作者への刺激となりました。

逗子文化ホール内「なぎさホール」／神奈川県逗子市

5 月 2 日、葉山芸術祭の一環として、逗子文化ホール内

のなぎさホールで、映画の上映会を実施。多くの市民

が来場して映画の鑑賞をしてくださいました。上映会

の後、映画の製作にあたり楽曲を提供してくださった、

Chan-Mika と Ricky-G による、ミニコンサートもあり、

会場は大いに盛り上がりま

した。

神奈川県庁本庁舎
／神奈川県横浜市

〈ファミリーコミュニケー

ションと「親子の日」〉と

いうイベントの一環とし

て、 神 奈 川 県 庁 本 庁 舎 で

は、「親子の日」当日に映

画上映会をしました。

MOVIX 仙台長町・MOVIX 利府／宮城県仙台市

M O V I X の サ ポ ー ト を い た だ き 、 宮 城 県 の 仙 台 市

と 利 府 町 に あ る 2 つ の 劇 場

で 、 9 月 3 日 か ら 約 1 カ 月

に わ た る 上 映 会 が 実

現 し ま し た 。

MOVIX 周南／山口県周南市

「 親 子 の 日 」 当 日 の 7 月 28 日 に、市 内 に あ る 劇 場

MOVIX で映画「OYAKO」を上映。Ustream で東京の撮

影 会 場 と 映

画 館 が 繋 が

り、 放 送 に

は 井 川 成 正

市 長 も 生 出

演 し て く だ

さいました。

MOVIX 周南／山口県周南市

東日本震災復興支援イベントの一環として、〈I TIE ☆ 

会いたい〉の写真展開催中の 3 月 29 日に、MOVIX 周

南で映画の上映会を実施。ブルース・オズボーンが記

念トークショーを行い、地元の人たちと忘れてはなら

ない東日本大震災への思いを、新たに心に刻みました。

桜坂劇場／沖縄県那覇市

特別協賛企業のオーティコン株式会

社の協力で実現した、株式会社琉球補

聴器主催の映画上映会が、「親子の日」

当 日、桜 坂

劇場で行わ

れ、300 人

以上の人た

ち が 来 場。

映画を楽し

んでくださ

いました。

東北生活文化大学高等学校
／宮城県仙台市

10 月 30 日、「I TIE ☆ 会いたい」のワーク

ショップのために伺った東北生活文化大

学高等学校の恒例イベント「平和を想う

日」で記念基調講演をし、映画「OYAKO」

も見ていただくことができました 。

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

▼映画「OYAKO」のパンフレット
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「親子大賞 2014」 は平原まことさんと平原綾香さん親子に決定！

「親子大賞」みなさんの推薦メッセージ

公式サイト「各地のイベント」に登録された情報

｢各地のイベント｣ に登録される親子関連事業が年々増加しています。みなさまがサイトに投稿してくださる

事業の内容はさまざまあって、生活全般に 「親子」というキーワードが寄り添っていることが実感できます。

＊親子で ENGLISH! CatChat 英語あそび !!!
（ 東 京 港区）＊おやこ☆体操あそび（ 東 京 文京区）

＊親子で楽しむ「おとあーとコンサート」
（ 東 京 練馬区）

＊母と子で一緒に楽しむ映画祭 2014
（ 東 京 港区）

＊もっと身近にクラシック♪
（ 埼玉県所沢市）

＊星ふるまちの生涯楽習フェスタ
（ 山 口 県 下 松 市 ）

歴代の「親子大賞」受賞者
第 1 回目   2007 年

関根  勤 ＋関根 麻里 親子

第 2 回目　2008 年 

森山 良子＋森山 直太朗 親子

第 3 回目   2009 年 

三國連太郎＋佐藤浩市親子

第 4 回目    2010 年

関根 勤＋関根麻里親子

第 5 回目    2011年

大竹しのぶ＋ IMALU 親子

第 6 回目　2012 年

平原まこと＋平原綾香親子

第 7 回目    2013年

清水アキラ＋清水良太郎親子

◉お父様にあまりある愛情を注が

れているあーやも素敵ですし、あふ

れる愛情を注ぐお父様も素晴らし

いとおもいます。親子の絆を本当

に感じさせるお二人は、この世情に

訴える素晴らしいおやこであり、

この賞にふさわしいと思います。

 

◉平原家のコンサートで親子愛を

感じたのはもちろんですが、一緒

に演奏している仲間や観客にも気

遣いができる、当たり前の事ほど

難しい人を想うことができる心温

かいファミリーです。コンサート

以外でも平原家の皆様の行動を見

ていると、改めて家族の大切さを

考えさせていただけるくらい愛に

満ちた家族です。

 

◉親子そろってサックスなどでラ

イブをしたりしてお互いを親子と

してではなく、仕事人として敬愛

しているのがわかる。

◉綾香さんの御姉様である aika さ

ん、そしてお母様も含めて最高で

最強の一家です。これからも、ど

んどん素晴らしい作品を世に送り

出して下さい。

◉仲が良いし、仕事仲間でもあり、

たまにライバル関係（？）なのが

素敵！

◉平原綾香さんの生き生きした表情

は、このパパさんがいたからこそと

思います。コンサートのコラボも

すばらしかったです。迷うことな

く 大賞に推薦します。

 

◉親子という枠を越えてファミリー

が素晴らしい。よって当然親子も

素晴らしい。

◉お二人とも、屈指の音楽家なのに、

まるで普通の仲良し親子だから。

 

◉ステージの雰囲気もとても心地よ

かったのを覚えています。きっと、

この親子でしか出せない間合いと

かリズムがあるのですね。

◉ FM 東京のヒーリングヴィーナス

を毎週聞いています♪あーやの人

柄☆歌が大好きです！その＜父＞

平原パパもステキ♪

 

◉お互いを思いやりながら、尊敬

しあっているのが伝わってきます。

音楽を愛する姿も素敵です。

 

◉音楽家としてのステイタスを確立

し、親子が、共鳴、共感、協力し合い、

音楽を通して、人々にヒーリング

効果を与えている。心の砂漠化が

叫ばれる中、貴重な存在であると

考える。

親子の日普及推進委員会では、「親子」について考えるきっ

かけになって欲しいとの願いから、輝いている親子を投票で

選ぶ「親子大賞」を毎年実施しています。

 8 回目となる 2014 年の「親子大賞」に選ばれたのは、マル

チサックスプレイヤーの平原まことさんと、シンガーソング

ライターで、サクソフォン奏者の平原綾香さん親子。2012

年の受賞に続いて 2 回目の受賞です。 ご本人たちからの受賞

の言葉をいただきましたので紹介いたします。 投票した皆さ

まからはたくさんの応援メッセージをいただきました。お二

人の親子エネルギーが、少しでもたくさんの人たちに届いて、

世の中の元気が倍増するよう、願わずにはいられません。

2014 年の「親子大賞」に選んでいただき、ありがとうご

ざいます！普段は、よくおしゃべりをする仲良し親子。で

も、音楽を奏でるときは、良きライバル。サックスを演奏

するときは、師匠と弟子。

親子大賞への感謝の気持ちを伝えるには、「平原さんちの

コンサート」を続けていく事だね。と家族で話してます。

平原まこと　平原綾香
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「親子の日」のひろがり 自治体の取り組み

「 記 念 日 文 化 功 労 賞 」
を受賞
一般社団法人記念日協会か

ら“「親子の日」という発

想の豊かさと「親子の日」

を通じて、親子の関係から

平和を願う活動”が評価さ

れて「記念日文化功労賞」

をいただきました。

洋之助ファンフェスタ
環境をテーマにした洋之助ファンフェスタが、 9 月 21 日 

、 葉 山 公 園 で 行 わ れ ま し た。 こ の イ ベ ン ト で「BRUCE 

OSBORN-Barefoot Studio」を実施。天候にも恵まれて気持

ちよい自然の中、多くの親子と楽しい時間を過ごしました。

ネイチャーズベストフォトグラフィージャパン
米国「Nature’s  Best  Photography」監修のもと“日本

に住むすべての人”を対象にした自然フォトコンテストの

表彰式典が 8 月 13 日に行われ、ブルース・オズボーンが

記念基調講演をしました（於：赤れんが倉庫）。

公益社団法人日本写真家協会主催講演会
第 39 回 2014JPS 展のオープニングイベントとして 5 月

23 日に開催されたトークショーにブルース・オズボーン

が講師として登壇。東京都写真美術館で〈写真の可能性

～ソーシャルアクションとしての「親子の日」～〉と題

する基調講演を行いました。

高校生フォトグランプリ
9 月 30 日に行われた日本写真芸術専門学校主催の「高

校生フォトグランプリ」（協賛：オリンパス株式会社）の

審査会で、ブルース・オズボーンがゲスト審査委員と

して招待されました。

Pecha  Kucha  20 × 20
1 人 20 枚のスライドを 1 枚 20 秒づつモニターに映しなが

らプレゼンテーションをする“ Pecha Kucha 20 × 20”に、

デザイナーズウイーク開催中の 10月29日、ブルース・オズボー

ンが登壇。 400 秒の持ち時間内で、「親子の日」というソー

シャルアクションについて語りました。このイベントスタ

イルは、 東京を拠点に活躍する建築デザイナー、Astrid 

Klein and Mark Dytham による企画で、2003 年から始

まり、今では世界 700 余りの都市で行われています。

かわさきわくわくフェスタ・親子撮影会
12 月 6 日、川崎市産業振興会館 4 階展示場で行われた

親子撮影会で、写真家の熊谷正氏が親子写真撮影会を実

施。たくさんの親子参加者の笑顔を写真に収めました。

山口県下松市の取り組み
「親子の日」山口県の下松市で正式制定

映 画「OYAKO」 の 製 作 で

ご 縁 を い た だ い た 山 口 県

下松市は、2014 年度に「親

子の日」を正式に制定。

「くだまつ親子の日」には、

「親子でチャレンジ体験ラ

リー」「くだまつ親子の日

生 涯 楽 習 フ ェ ス タ 」 な ど

の イ ベ ン ト を、 町 ぐ る み

で楽しみました。

下松市と釜石市の高校生が合同ワークショップ
東日本大震災後にスタートした「 I TIE ☆ 会いたい」プロ

ジェクトは、被災地の学生たちに写真や言葉で自分の

想いを発信することを目的とした「親子の日」の活動の

一つです。この活動に共感してくださった下松市では

釜石市の学生を下松市に招待。3 月 31 日、本プロジェク

トに共感するスタッフとブルース・オズボーンが講師

として参加し、映画「OYAKO」の舞台となった笠戸島で、

下松市の高校生と合同のワークショップを行いました。

　茨城県取手市の

取り組み
茨城県の取手市では、

「親子の日」をきっか

け に、 親 子 の 絆 を 考

え、 町 へ の 思 い を 深

め よ う と、 多 く の 事

業 が 行 わ れ、 実 施 し

た イ ベ ン ト に は た く

さ ん の 市 民 が 参 加 し

ました。

「親子の日」に親子でオムライスを作ろう作戦！
ビストロパパの 滝村

雅晴さんと「親子の

日」がコラボで実施

しているのが、今年

で 4 回目になる〈「親

子の日」に親子でオ

ムライスを作ろう作

戦！ 〉です。 温かい

メッセージ付きのオ

ムライスや楽しいア

イディアのオムライ

ス の 写 真 の 投 稿 が、

数多く集まりました。

イクメンフォトコンテスト
育児休暇制度啓蒙活動の一環としてブリストル・マイヤー

ズ社の主催で行った「イクメンフォトコンテスト」の審査

委員長を務め、

グランプリに

入賞した親子

を ブ ル ー ス・

オズボーンが

撮影して写真

をプレゼント

しました。

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆  
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各地で実施された写真展

▲写真館が撮影した親子写真の作品も展示

▲たくさんの人が来場して熱心に写真を見てくださいました

写真展会期中に映画の上映会も数多く行われました

 

◆「親子の日 2014 〜 親子の日に出会った親子 〜」
オリンパスギャラリー
9 月11 日〜24 日／東京　10 月3 日〜 16 日／大阪

オリンパスイメージング株式会社との共催で、今年も東京

と大阪のオリンパスギャラリー２会場の展覧会を実施しま

した。オープニングパーティーにはたくさんの方が出席し

てくださり、「親子の日」への関心を実感することができ

ました。また、会期中には多数の人たちが来場して、温か

いコメントをたくさんいただくことができました。

エプソン販売株式会社からは、展示作品の制作にあたり、

さまざまなご協力をいただきました。

◆《 過去と未来を繋ぐ物語 》
箱根写真美術館／神奈川県　　4 月 23 日〜6 月 2 日
個性的なギャラリースペースを活用して、30 年間に撮影し

た作品から抜粋した写真を展示しました。

◆《  「I TIE ☆ 会いたい」写真展  》
ザ・モール周南／山口県下松市    3月28日〜 4 月6 日
3 月に実施した東日本大震災復興支援イベント「がんばろ

う日本フェア」の一環として、「I TIE ☆ 会いたい」写真展

が実施されました。

◆《  「家族の絆」写真展  》
ザ・モール周南／山口県下松市    7 月5 日〜 10 日
下松市の「親子の日」正式制定記念イベントとして、第 1 回 

OYAKO フェスティバルが、ザ・ モール周南で行われ、下松市

では多くの親子イベントが実施されました。ブルース・オズ

ボーンの親子写真も、市民の憩いの場〈海の広場〉に展示

されて、親子というテーマへの再確認の機会となりました。

◆《 日本の親子写真展 》
神奈川県庁本庁舎／神奈川県横浜市    7月27 日

「親子の日」当日、 映画「OYAKO」の上映が行われた神奈川県

庁本庁舎の大会議場に於いて、 親子コミュニケーションの啓

発イベントの一環としてブルース・オズボーンの親子写真展

示会を実施しました。

◆《 ブルース・オズボーン写真展 》
吟／奈良県   6 月1 日〜 28 日
奈良の会席料理の老舗「吟」で、奈良では初めての写真展

を開催。古都の佇まいが生かされた展覧会となりました。

◆《 ブルース・オズボーン写真展 》
利府町役場／宮城県利府町   9 月6 日〜 30日
映画「OYAKO」の上映会場、MOVIX 利府に隣接する利府

町役場のロビーで、上映会期中に、写真展が同時開催され

ました。

◆《 写真展 OYAKO 》
逗子文化プラザギャラリー／神奈川県逗子市  4 月28 日〜 5 月2 日
葉山芸術祭期間中、映画「OYAKO」のプロモーションとし

て写真展を実施。展示会を通じて、湘南の多くの市民に「親

子の日」を知ってもらうきっかけとなりました。

◆《 親子写真展 》
ザ・モール仙台長町／宮城県仙台市    9 月6 日
映 画「OYAKO」 の 上 映 記 念 と し て、 上 映 会 場 と な っ た

MOVIX 仙台のロビーにも写真を展示。映画の来場者にも写

真を楽しんでいただきました

◆《 親子写真展 》
ザ・モール仙台長町／宮城県仙台市　9 月6 日〜 16日
映画の上映会場となった MOVIX 仙台と同じ商業施設内に

あるイベント会場で、写真展を実施。 多くの人に映画を見て

いただくきっかけとなりました。

▲主催者からお祝いのご挨拶をいただきました
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国内メディア情報／書籍・DVD・TV・ラジオ・新聞 ｢親子の日｣ を紹介して下さっているサイトは更に増えて、たくさんの人に知ってもらうことができました。

▲ MITSUMI さんが DJ の 番 組 ＜ E-ne! 〜

good for you 〜＞に出演して、映画や写真

展の事など、親子をテーマに話しました。

▲ ジョージ・カックルさんの番組＜ LAZY 

SUNDAY ＞に出演。 「親子」についてじっ

くり話しました。

　ファザーリングジャパンのファウンダー 

安藤哲也さんが D J をつとめる＜ファザーリ

ング・ラジオ＞で、親子の話に花を咲かせま

した。

▲

▲神田の街角をバックに町

と ゆ か り の あ る 親 子 を 撮

影。６ページにわたり掲載

されました。

雑誌

＊街未来構想 神田のこれから
神田の胎動をまとめた MOOK「街未来構想 神田のこれから」

掲載の為に、 神田の親子の肖像を、ブルース・オズボーン

が 撮り下ろしました。

＊毎日新聞
連載中の「親子イ

ンタビュー」以外

に も、 毎 日 新 聞

に は た く さ ん の

記事が掲載され、

「親子の日」の普

及 に 協 力 を し て

くださいました。

＊ Japan Times
ブルース・オズボーンが 30 年間にわたり、撮影を通

じて出会った親子というテーマをメインに、オズボー

ンの軌跡を紹介してくださいました。

＊お母さん新聞
全 国 で 10 万 人 の 読 者

を持つ「お母さん新聞」

は、新たな企画として

「 ス ー パ ー フ ォ ト セ ッ

ション」で撮影した親

子にフォーカス。イン

タビュー記事とともに

親子の写真が「お母さ

ん新聞」の表紙を飾り、

「親子の日」の普及に協

力してくださいました。

音楽シーンでお馴染みの「マユミーヌ」の新曲「生きる」

の DVD に「親子の日」で撮影した写真を提供。温かさが

伝わる素晴らしいコラボレーションの作品となりました。

＊相鉄瓦版
「親子の肖像に写るもの」というタイトル

の取材を受けました。毎日新聞の「親子

インタビュー」でブルース・オズボーン

が撮影した、三浦豪太さんとコウケンテ

ツさんも同時掲載されました。

＊湘南スタイル
ACTUS の協力を得て、湘南の親子を撮影するイベント「湘

南の親子の日」が、 湘南テラスモールで実施されました。「親

子の日」が、広がるため

の強力な応援団です。

＊ Riddim
レゲーのファンに

愛されている雑誌

と 言 え ば Riddim 。

この雑誌に取材さ

れたことが新たな

ネットワークへと

繋がりました。

＊てんとう虫
UC カード会報誌
クレディセゾンが発行する

UC カードの会報誌に、「親子

の日」と映画「OYAKO」が紹

介されました。

＊ FM 横浜に出演 

＊ FM 西東京に出演

＊インター FM に出演

ラジオ

テレビ

＊「七里ケ浜☆（シチリガハマスター）」
ぐっさんこと、山口智充が、湘南を愛する人と語る BS-TBS の番

組「七里ケ浜☆（シチリ

ガハマスター）」にブルー

ス・オズボーンが出演。

湘南の魅力と親子プロ

ジェクトについて熱く

語りました。書 籍・

＊「桂雀々の大判小判がじゃくじゃく」
落語家の桂雀々が案内人をつと

める、BS12 の「 桂雀々の大判小

判がじゃくじゃく」に、ブルー

ス・オズボーンと、映画「OYAKO」

で総合プロデューサーをつとめ

た井上佳子が出演。幼少から独

り立ちを強いられた桂雀々氏の

生い立ちなど、興味深い話を伺

うことができました。

＊「国際報道 2014」
国際放送で世界に向

けて配信された NHK

国際放送局制作の番

組を日本語版に編集

した NHK BS の「国際

報道 2014」で「親子の日」とオズボーンが関わってきたプロジェ

クトについて報道してくださいました。

新聞

D V D
◆

◆ ◆

◆

◆
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国内メディア情報／ウェブサイト 海外メディア情報 ／ウェブサイト・TV

 

◆ウェブサイト ウェブサイト T V

＊日本記念日協会

＊末吉里花のオフィシャルブログ

＊ IMA ONLINE

＊ VOGUE ブログ

＊葉山芸術祭

＊ Spaceport

＊ Motion  Gallery

＊ websta

＊日本文理大学付属高等学校

＊ Cinema Today

＊ Good Contest

＊ Spotlight  Media
＊ The Japan Times LIFE

＊ Genkinahito's  blog

＊ Icon Ology

＊ IODA News ＊ Olympus Global ＊ Nick Wood

＊ Pecha Kuchaya 20 × 20 ＊ NHK World

＊こんな日みつけた

＊愛知県児童総合センター

◆ ◆

N H K  W o r l d な

ど、 海 外 向 け に

発 信 さ れ る 数 々

の メ デ ィ ア に

よ っ て、 今 年 も

また、海外に「親

子 の 日 」 の 存 在

を 発 信 す る こ と

ができました。
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Facebook・Twitter・mixi ・Instagram・メール・Etc.

TAKKO ＞＞

尊敬する写真家、ブルース・オズ

ボーンさんの「親子の日スーパー

フォトセッション」に招待しても

らいました。ナント一日で 100 組

の親子写真をとるそうな…今から

なにを着ていこうかと思案中～♪ 

よしえ＞＞

家族全員、緊張して出かけた「親

子の日」撮影会でしたけど…会場

は、リラックスした雰囲気で、超楽し

んでしまいました。いつもよりい

い笑顔が作れたかな？？？写真が

出来たら、遠くに住んでいるので

なかなか会えない両親に送って、

親孝行をしたいと思っています。 

山地＞＞

オズボーンさんのワークショップ

を受けて以来、素敵な写真を次々

に発表しているオズボーンさんの

ファンになりました。そのオズ

ボーンさんの撮影会で自分が撮っ

てもらえるなんて信じられないけ

ど、その機会がついにやってきま

した。 写真家を目指しているの

で、どんなふうに撮影するかなど、

勉強になったらと思っています。 

今からソワソワ落ち着きません。

やもめ＞＞

今年も「親子の日」の季節。とい

う私は、かれこれ 30 年程前から

オズボーンさんの写真が好きで、

展覧会にはよく行っています。ポ

ジティブでエネルギッシュな作品

を制作し続けているオズボーンさ

んが、これからも素敵な作品を撮

り続けられるように、応援してい

ます。頑張ってください！

井尻＞＞

「親子の日」の応援ということで、

今年 2 回目の親子撮影会を実施し

ました。第１回目より少し慣れて、

一日が無事終了！

私たちも、皆さんの笑顔に包まれ

て楽しい一日でした。

来年も必ず撮影会をしますので、

親子の日普及推進委員会のみなさ

まも、頑張ってください。

白州＞＞

先日、高校の同級生と久しぶりに

会ったときの事。彼女から「親子

の日」って知っているかと聞かれ

て、「親子の日」があるというこ

とを始めて知りました。しかも、

今年の「親子の日」は 7 月 27 日

だそうで、今年 20 歳になる長女

の誕生日です。記念になる素敵な

一日を家族で過ごしたいと、今か

らワクワクです。「親子の日」に

は優しい響きがありますね。この

日をきっかけに、世界中に強い絆

で結ばれた親子が増える事を祈ら

ずに入られません。

さきざき＞＞

＜ある事情＞で、普段なかなか娘

に会うことができない父親です。

＜ある事情＞は、100％自分の責任

で生じたことですので、何も反論

出来ない立場ですが、娘への思いは、

他のどの父親にも負けないと思っ

ています。先日ある雑誌で「親子

の日」があるということを知りま

した。この日が、世界中の＜ある事

情＞がある親子が、素敵な思い出

を作れる日になって欲しいと、深

い反省とともに願っています。

神泉＞＞

出産予定日をひかえ、身重で仕事

も思うようにできなくなったある

日、「親子の日」の HP を知りま

した。エッセイコンテストをして

いるということだったので、エッ

セイを書いて投稿。そして、なん

と入選しました。娘との初めての

コラボレーションへのご褒美でし

た。

晴天＞＞

完全な親バカの父。

その愛を、熱湯のシャワーのよう

に浴びて育ちました。めちゃく

ちゃ暑苦しかったけど、しあわせ

ものです。

仕事のために、インターネットで

「親子」という言葉を検索してい

たら、「親子の日」のサイトを発見。

オズボーンさんの撮った親子写真

を見て、私も被写体にして欲しい

と思いました。 今年は 7 月 27 日

が、「親子の日」だそうです。撮

影会に応募します。オズボーンさ

んに会えますように。

清家＞＞

家族のイベントにはほとんど参加

しない父。家族には無関心だと

思っていたその父が、オズボーン

さんの友人だと知って、父のポ

イントが１ランクアップ。わたし

が、オズボーンさんの写真が好き

だと言うと、わざわざ写真集を購

入。しかもオズボーンさんのサイ

ン付き！！の写真集をプレゼント

してくれました。我家の大事件で

した！！

雪乃＞＞

子どもを授かってからというも

の、今まで以上に反応する言葉

に 「親子」という言葉があります。

新聞で「親子インタビュー」とい

う記事を見たのはそんなある日の

こと。「親子の日」という記念日

があることも知りました。ネット

で調べてみたら、たくさんの愛情

に溢れた情報がいっぱいあって、

夢中で読みました。普通すぎるの

で忘れていたり気がつかなかった

りする大事なことも発見しまし

た。親子という最小限の絆をしっ

かり見つめることが、世界の平和

に繋がるという、だいじなメッ

セージを心に刻みました。

「親子の日」の応援します。

A 写真館＞＞

写真館を営む私は、2014 年の「親

子の日」の 7 月 27 日に、近所の

住民に声をかけて「 親子の日」

の撮影会を開催し、たいへん喜ん

でいただくことが出来ました。本

来、写真館には地元の人たちの記

録をしてきたという歴史がありま

す。この原点に返って、町の人た

ちの家族の変遷を記録出来る「親

子の日」に参加出来たことは、非

常に意味があることでした。他の

写真館にも、ドンドン伝えて、全

国の写真館が「親子の日」に親子

撮影をする日がきたら…と念願し

ています。

いくよ＞＞

自分のストレスが高じて、いけな

いと思ってもいい過ぎてしまう… 

私って、本当に情けない親。

今日も、息子を、不機嫌な顔のま

ま学校に送り出してしまって、猛

反省！！！

何となくコンピューターに向かっ

て「親子」と検索していたら、「親

子の日」という日があるのを発

見！！しかも、それが今日だとい

うこと。

HP にいっぱい掲載されているオ

ズボーンさんの親子写真を見なが

ら、再び反省！！

息子が帰ってきたら優しく迎えて

あげようと、心に誓いました。 

カンカン＞＞

友人の家でオズボーンさんの「親

子」写真集を見て感激。早速、ア

マゾンで写真集をゲットして、家

族で楽しんでます。

ネットで調べたら、「親子の日」

関連のニュースがいっぱい。7 月

の「親子の日」には、東京で、オ

ズボーンさんの親子撮影会がある

んだそうです。オズボーンさんに

会いたいな〜

ダメ元で応募してみます！

わたしはぴあの＞＞

「親子の日」のエッセイコンテス

トに応募して入賞。 「親子の日」

のサイトや FB で見た友人や学校

時代の先生から、お祝いのメッ

セージをたくさんいただきまし

た。 私にとって大切な思い出を

書き綴ったエッセイでしたので、

入賞しての喜びはひとしお。選ん

でくださった審査委員の皆様、あ

りがとうございました。

羨望＞＞

見てきたよブル―ス・オズボーン

写真展。素敵な写真がズラ～り並

んでる中に、いつもとちょっと違

う友達の写真。

うちの親子も撮って欲しい〜

みなさまからいただいたすてきなメッセージです。

＊ Instagram
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「親子の日」のあゆみ

はじめての「親子の日」

ブルース・オズボーンの自主企画として 100 組の親子を撮影

・「親子の日普及推進委員会」発足

２ 回目の「親子の日」

「親子の日スーパーフォトセッション」で 100 組の親子を撮影

・オリンパスギャラリーにて写真展「親子」を開催

・第１回「親子の日写真コンテスト」を開催

３ 回目の「親子の日」

「親子の日スーパーフォトセッション」で 100 組の親子を撮影

・「親子の日」を記念日協会に正式登録

・T V 金沢の主催により金沢 21世紀美術館で「親子」写真展を開催。

　会場内特設スタジオでの公開親子撮影会で石川県の親子 30 組

　を撮影

4 回目の「親子の日」

「親子の日スーパーフォトセッション」で 105 組の親子を撮影

・日本外国特派員協会にて、写真展「親 子」を開催

・日本写真館協会の主催イベントにて大阪の親子 30 組を撮影

・愛知県児童総合センターにて「親子」写真展を開催

・第 1 回目「親子の日エッセイコンテスト」を開催

・オリンパスギャラリーにて「ブルース・オズボーンと親子写真」

　開催

5 回目の「親子の日」

「親子の日スーパーフォトセッション」で 100 組の親子を撮影

・オリンパスギャラリーにて「親子の日報告写真展」開催

・第１回「親子大賞」を実施

・愛知県児童総合センターにて「親子」写真展を開催

・能登半島地震の被災者親子写真を撮影

　石川県のラポルト珠洲で　写真展を開催

   オープニングセレモニーで珠洲市が、「親子の日」の制定を宣言

6 回目の「親子の日」

「親子の日スーパーフォトセッション」で 100 組の親子を撮影

・オリンパスギャラリーにて「親子の日報告写真展」開催

・愛知県児童総合センターにて、「親子」写真展開催

・埼玉県越谷市のレイクタウンで「親子＆仲間」写真展開催

7 回目の「親子の日」

「親子の日スーパーフォトセッション」で 100 組の親子を撮影

・オリンパスギャラリーで（東京・大阪）「ブルース・オズボーン 写真

　展〜 親子の日 2009 に出会った親子 〜」開催

・東京ビッグサイト「Photo Imaging Expo 2009」で撮影と

　トークイベントに参加

・毎日新聞が「親子インタビュー」の連載をスタート

・a r p の “ わたしのこえ”を第 1 回公式ソングと決定

・川崎アートセンター企画の「夏休みは親子 de 映画 」で写真展を

　開催

・阪急三番街 40 周年記念イベント「親子写真展」を開催

・愛知県児童総合センターで 写真展「家族のうれしい顔」を開催

８ 回目の「親子の日」 

「親子の日スーパーフォトセッション」で 104 組の親子を撮影

・オリンパスギャラリーで（東京・大阪 ）「ブルース・オズボーン

　写真展 〜 親子の日 2010 に出会った親子〜」開催

・滋賀県米原市が、「親子の日」の 制定を宣言

・ MOOMIN の「うまれたての瞳」が 2010 年公式ソングと決定し、

　銀座アップルシアターで「親子の日」普及のコラボレーション

　イベントを実施

・University of the Pacific（カリフォルニア）で、海外初の「親子

　写真展」開催

・「親子大使」制度の導入

・ブルース・オズボーンが、「親子」の写真で、International　

　Photography Awards を受賞。海外でも「親子」の写真が高い

　評価を受けた

・第 4 回キッズデザイン賞にエントリー。入賞を果たす

9 回目の「親子の日」 

「親子の日スーパーフォトセッション」で 110 組の親子を撮影

・オリンパスギャラリー（ 東京・大阪 ）で「ブルース・オズボーン 写真

　展 〜 親子の日2011に出会った親子〜」開催

・東日本大震災の被災地訪問プロジェクトを企画。

　第一 回 目 　は 相 馬 の 親 子 撮 影 を 実 施

・米原駅で「水源の里まいばら OYAKO 写真展 ”かけがえのない

　もの ”with ブルース・オズボーン」を開催

・第２回目の被災地訪問プロジェクトとして、岩手県の宮古市、　

　大船渡市、釜石市、大槌町、田老町、宮城県の気仙沼、南三陸

　町で親子撮影を実施

・C I PA フォトエイドの助成を受けて、東日本被災地応援プロジェ

　クト 「I TIE ☆ 会いたい」を実施

10 回目の「親子の日」 

 「親子の日スーパーフォトセッション」で 110 組の親子を撮影

・オリンパスギャラリー（東京・大阪）で「ブルース・オズボーン  　

　写真展〜親子の日 2012 に出会った親子〜」開催

・NHK ワールドで、ブルース・オズボーンの活動が世界に向けて発信

　される

・東日本被災地応援プロジェクト「I TIE ☆ 会いたい」ワークショップ

　を、南三陸、仙台市、大槌町、田老町、相馬市で実施

・ 滋賀県米原市 J R 米原駅のステーションギャラリーに於いて

　「かけがえのないもの〜東北で出会った親子たち〜 」を実施（6 月

　11 日〜 12 月 26 日）。書家の紫舟氏とコラボレーションを

・Twitter を使ったイベント「親子つぶやき大喜利〜 DNA Circus 〜」　

　を実施

・「パパごはん」との共催イベント "「親子の日」にはオムレツを作

　ろう " がスタート

・ 静岡市美術館で「親子写真展〜未来の私たちへの贈り物〜」開催。

　ピーター・バラカンとトークショーも（7 月 22 日〜 8 月 26 日）

・新宿芸能花伝舎で行われた「新宿でつながろう！東北」で 　

　写真展 「 I TIE ☆ 会いたい」を実施

・「東日本大震災復興支援ブックレット」を制作

・アル・プラザ 城陽で「親子バナー写真展」開催

・10 周年記念イベントとして「親子」をテーマにした映画と書籍の

　制作がスタート

・赤坂サカス内のギャラリーで、写真展 「I TIE ☆ 会いたい 」 を開催

・兵庫県淡路市、南あわじ市で、 写真展 「I TIE ☆ 会いたい 」 を開催

11 回目の「親子の日」 

 「親子の日スーパーフォトセッション」で 103 組の親子を撮影

・オリンパスギャラリー（東京・大阪）で「ブルース・オズボーン 　    

　写真展 〜親子の日 2013 に出会った親子〜」開催

・末広町 3331で「I TIE ☆ 会いたい」展示会とワークショップを実施

・新潟放送主催で「I TIE ☆ 会いたい」展示会とワークショップを実施

・YMCA 横浜が「I TIE ☆ 会いたい」展示会とワークショップを実施

・J ICA が「 I TIE ☆ 会いたい」展示会を実施

・葉山芸術祭で「 I TIE ☆ 会いたい」展示会とワークショップを実施

・ 映画「OYAKO」の製作開始を発表（ 於：クーリーズクリーク）

・ 世田谷ものづくり学校でワークショップを開催

・銀座和光で「 親子写真」の展示会開催　

・六本木の新世界でライブトークイベントを実施

・山口県下松市を映画「OYAKO」のロケ地の一つに決定

・DAYS JAPAN 主催のイベント「いのちの地球に生きる」に参加。

　被災地で出会った親子の写真を展示

・ 韓国で行われた写真館の全国会議で「親子の日」のセミナーを　

　実施のプロモーションイベントを実施。

・日本写真館協会のイベントに参加 。コラボレーション企画が

　スタート

・沖縄で親子撮影会を実施。

・ILCA の学校で映画のプロモーションイベントを実施

・山口県下松市で展覧会と映画の試写上映会を実施

12 回目の「親子の日」 

「親子の日スーパーフォトセッション」で 105 組の親子を撮影

・オリンパスギャラリー（東京・大阪）で「ブルース・オズボーン 

　写真展〜親子の日 2014 に出会った親子〜」開催

・第 11 回目「写真コンテスト」、第 9 回目「エッセイコンテスト」、

　第 8 回「親子大賞」を開催

・「 I TIE ☆ 会いたい」プロジェクトとして、下松市と釜石市の

　高校生のワークショップ開催

・映画「OYAKO」のプレス発表（ 於：日本外国特派員協会）

・葉山芸術祭の企画イベントとして映画「OYAKO」を逗子なぎさ

　ホールで上映。同会場で写真展も開催

・箱根写真美術館で写真展開催

・東京都写真美術館で基調講演

・宮城県仙台市と利府町で写真展開催。MOVIX 仙台長町と

　MOV I X 利府で映画上映会も

・日本写真館協会が実施「第 8 回写真館賞」の審査員をつとめる

・東京都写真美術館で、映画「OYAKO」の上映会実施

・山口県下松市で「親子写真展」と、映画「OYAKO」上映会実施

・　「親子の日」当日、神奈川県庁本庁舎、沖縄県名覇市の桜坂劇場、

　山口県下松市などで映画「OYAKO」を上映

・ネイチャーズベストフォトグラフィージャパンの授賞式で

　ブルース・オズボーンが基調講演を行なう（於 : 赤れんが倉庫）

・三菱地所・サイモン主催の親子撮影イベントを実施

・D A Cグループ主催の第 2 回「親子の日絆 (KIZUNA) コンクール」

　の審査委員長をつとめる

・東北生活文化大学高等学校で行われた「平和を想う日」に、 ブルー

　ス・オズボーンが基調講演行う。映画「OYAKO」も上映

・「湘南親子の日」で 2014 年最後の親子撮影会を実施

2003

2010

2011

2012

2013

2014

2004

2005

2006

2007

2008

2009

金沢 21 世紀美術館での「親子」写真展 愛知児童総合センターでの「親子」写真展 P I E イベント会場 葉山芸術祭映画「OYAKO」撮影風景 山口県下松でのワークショップ被災地訪問プリジェクト

映画「OYAKO」
東京都写真美術館
上映後の舞台挨拶
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